圧力! H 默飯ジザー保証書 


持这修理 


取扱説明書、本体表示などのを意書きに従った使用状態で保記期間巧に故瞎した場合には、無料修理し)たします。製品と本書 
をご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や輸 
送料などの実費を申し受けます。 


型名 


NP - NU 10/ NP - NU 18 


’おあ前 

〇 

:ご住所〒 
i 



修理メモ 


《ぉ黄し、上げ曰《巧就3!を•住所 I I 

_年月日 I I 

保 H 間 I 1 

ぉ買ぃ上げ日ょり 

本体1年 

なべフッ素加工 I i 

_3年 I _。_ I _ I 

《刷1に記入のない場合は無効となりますので、おずご確認ください。 

なべを交換される場苗ま右記の部廚番号をご連絡ください。[なべり.01■サイス) B 344 ぶ B •なべ (1 .日 L サイ;0日34己-6白] 

1.ご転居•ご贈答歳などでお買し'!上げの販売店に修理をご被顆になれない場をは、巧社のお客巧ご相談お□にご連おください。 
呂.な証期間巧でち次の場合には有料修理になります。 

レ0使巧上の誤りや不当な修理•改造による故おおよび損馆。 

(□) お質い上げ後の輸送•移動•落下などによる故障および損復。 

(ノ V) 义が•地震•水害•落雷•その他の天炎地ま、公害•を害•ガス害(硫化ガスなど)、異常巧を•指をかの使用免お(巧住‘周お 
数)などによる巧障および損な。 

(二)一お家庭用なか(たとえば築巧用など)に巧用された巧をの故時および損巧。 

(ホ)串柄•船舶などに搭載された巧をの故巧および巧傷。 

(へ)本茜のご巧巧びなし1場を。 

(卜)本含にお貢い上げ年月曰•おぎ様名!•お巧店名の記入のない場合、あるいは字句を*をかえ6れたちを。 

(チ)消耗ななどの交巧。 

(リ)下紀の使い方をした巧合のなべ巧面フッ巧加工のぶ<れ•はびれなど 

-食器洗いのため、スフーンや食器などかたい6のを入れたり、洗ったりした場合。 

. なべのお手入れに、たねしやみげきおなどを使った場を。 

-なべの中で酢を使った場合。 

• お臭い上げ後の落下や輸をなどで生じたへこみ 

-その他取扱説明害•本体貼付ラベルなどの記載事項にそわない使いちをした場合。 

迂本書は曰本国巧においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

4 .本害は盤難•火災などの不可抗力ながで紛失ごれた場合は再発行いたしませんので大切に保管してくだごい。_ 

♦お客様にご記入いただいた記載巧容は、保証期間巧のけービス活菌およびその後のま全点お活画のたゆに利用ごせていた 
だく場合がございますので、ご了承ください。 

•この保詔害は、本香に明おした期間•条件のをとにおいて無料修理をお約まするをのです。したげって、この保記害によっ 
て保証害を堯巧している者(保班賈任者)およびそれむがの事業をに対するお客様の法律上の権利を制限するをのではあ0 
ませんので、保証期間経過後の修理などについてごす明の場合は、お貢い上げの販売店または巧なのおぎ樣ご巧設窓□にお 
問い合わせください。 

を印7ホ-ピン株式舍社 

干53な8511大阪市：!ヒ^満]了宜呂〇番5号 C (0 白)白吕56-吕451 


圧力炊飯ずるため PSC マーク ‘SG マーク取得 
一—^ PS ごマ_ク 


PS 

C 


経済産業省が定めた r 消費生活用製品 
安全法」の家庭用の圧力なベあな励 
がまのをを基準に適合していることを 
术します。 



お品安を谤を 


SG マーク 

製品安全:協会がおめた認定基準に脊格 
したことをおし、乃一製品の夕贿によ 
る人身事故が生じた場を、賠償措置び 
とられます。 


NP - NU 型 ©® 



圧力 IH 炊麵ジ申— 

屬黨底も 

型 NP - NU 10 型 陌丽-另 

を NP - NU 18 型 胤サィズ 

取扱説明書•お料理ノート 


♦圧力 IH 巧巧ジャーは巧部び高圧になる 
ため、® 〇巧いを誤ると危おでずので、 
この®巧説明まをお読みにな0、庄しく 
お使いぐだをい。 


ち< じ 

破使 W に® S * おこ 


ぃ••ぃ••ぃ••••••ぃ •• 

玄米活お CD お話 . 

おいし < 炊いて•おいしく保温。 
鲁部①なまえと扱いち . 


使い方 


ご飯の燃き方 

的な炊を方‘………… 

無洗米選択…… .. 

し、ろいろなご叛を炊く…‘ 

おめ保温高め保温 . 

保温見張0蚕について……‘ 

タイマーホ約巧が . 

あつたか再如熟 . 

時刻のをわせち . 

巧知音の種類と切0かえち‘ 



♦このたびは、お買い上げいただを、まことにありがとラ 
ございました。 

♦お扇みになごをちとは、大切に保管してください。 



纖理ノート 

胚ま精米のご飯麦混ぜご飯………………18 

五目ご額 . 18 

山おおこわ赤顔 . 1留 

t 草がゆを米の炊をこみご顔 . 20 

お手入れ 

お手入れ . 21 


部韶の交お*廣入について‘ . 26 


困ったと舉 E 


故障かなと思ったとき…‘ 

. . . 吕7 

こんな表示をしたとを… 

. 29 

アフターヴービス…•…… 

••••••••••••••••••••••. d り 

お客様ご相談窓口 . 

. 30 

仕樣…. ... 


保証書* ... 

••• .... 巧表紙 














































り < だをい 


お使いになる人を他の人への想害、財塵®損害を未然に防止ずるため、必ず叔守りいただくことを說明していまず。 
团誤った使い方をしをときに生じる想険や損塞の程度を、次の区分で説明していまず。 

'細告 死 t や重傷に結つ < 恐れびある巧容です。 

A 輕傷または家麗•家財などの損害に結びつ<恐れがある内容です。 


■ I お巧りいただく内容を、次の区分で説明していまず。 

Q してはいけない r 禁山内容です。 

0実行しなければな S ない「指示」内容です。 



圧力巧飯を安全にずるために 


取巧説巧ま•お 巧 理ノートに記«のか飯•保温な約の用逝[使わない 
蒸気経路び结まり、巧 巧 中にかぶたと本体の間 か邑巧 巧がもれたり、かぶたぴ 巧く 巧れびちりまず 
•分量の増えるね0をの(はんぺんなど)や 煮 忌などの忌領をまに巧ラ輯理 
(巧巧はあず巧を巧にゆでてかを巧巧してください。） 

-急激に泡の出る重そラなどを使ラ斜理 

-のり巧になるカレーやシチュー•のル--などの料巧 

• 多量の油を入れる料理 

• ジャムなどの泡立つ料理 

-食なをポリ袋などに入れて加熱する料理 

• クッキングシートなどの落としぶたを入れた料理やおし物 

. rt 草びゆ」などの青お入りのおかゆは最初か6青おを入れて奴かない 

圧力巧巧中は巧巧にがぶたを開けたり獲動をせない 


圧力巧巧まえに、フックの周囲•フックの受け部•本なとがぷたの間•巧ぷたパッキン • 
圧力調整装芭•安全弁•雑穀フイルター蒸気□の周團にご敵粒や米粗などの臭巧びない 
ことを確認し、がぶをは r カチッ J と音がずるまで確実に閉める 


• ご飯粒や米粒などの異物があるとがぶたが完全 
に閉まらず、炊飯中にがぶたと本体の間から蒸気 
がもれたり、がぶたが開いて內容物げぶき出す恐 
れがあ0ます。また、费全のためな飯を受けつけ 
ないことびありまず。 

• ご飯粒や米粒などの異物びあるとがぶたび開か 
なくなることびあります。 


離はしない。また、修理技術者ながの人は分解した。修理をしない 

乂災•感空•けがの原因になります。修理はお買し化げの販売店または弊社のお客様ご相談窓口にご相談ください。 





面 


〇 


慕気口に手を軸れなし、詔;ど L 蟲誌諸諸誌:《ごを意くださし、。 


めれた手で差込みプラグを抜き差ししない感亀.けがをすることびあります。 


水につけたり、水をかけたりしない 
本体内部にも水を入れない 


シヨー ト’感電の恐れがあります。 


つンセント 


コードや差込みプラグびなんでいたり、コンセント 
の差し込みびゆるいときは使巧しない 

感垣 •シヨー ト•発义の原因になります。 

コードを傷つけない 

お理に脚ザたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、离窟部に近づけたり、重いを 
のをのはた0、巧み込んだ D 、 加工したりするとコードび破損し、义災•凉電の原因に 
なりまず。 

巧 流 1 OOVii 例•では使用しない 火が感酉の原剧こなります。 

差込みプラグに巧気を当てない 

コンたントに基した塞込みプラグに巧気を当てるとシヨー!-•発义の原因にな D まず。 
スライト巧:テーブルでは善込みプラグに巧巧び当たらない化置でお巧い < ださい。 



差込みフラグ 


醜口 



の•排気□やずき間にピンやか金および金厲物など 
の異物を入れない 

感電•異常動作してけびをずることびありまず。 

子供だけで巧ねはた 0 巧巧の手の踊くところで使わない 

やけど • 感軍 • けがをする恐れがあ D ます。 


差&みプラグはコンセントの奥までしっかり鶏しなむ 感電•ショート•発煙’発火の原因になりまず。 

定格 1 5 A な上のコンセントを単独で使う 

他の器具と併用ずると分肢コンセント部び異常窝熱して溝: A ； ずることがありまず。 

唐込みプラグの巧ロラグの先端)および巧のに恩こりが付思している場食は、ぶくふく 

义災の原因にな D ます。 

異常•故睹時には直ちに使巧を中止ずる そのまま使用すると発煙.誇乂.感堅.けがに至る恐れがぁります。 

<異巧•が 巧 例> • 差込みブラグ’コードげ異谱に熱くなる 

• コードに傷げついたり、触れると通空した0しなかったりする 
. 本体び裝あしたり、異常に熱い 
• 本体か5煙び出たり、焦げ < さいにおいびずる 
-本が定卜部び割れた0、ゆるみやびたつさげをる 
• 炊飯中、底部のフアンが回つでいない など 

このような巧営は、ずぐに患込みプラグをあいて、臟瞄こ厳ず点横•侮狸を難ずる 


排気口 
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使用中や使用直後は、高温部に触れない 

またがぶたを開けるとを 

の霧気、ご飯を碌ぐずとを /foJi 

には手がなべなどに当た 

をないように^ずる 

やけどの原因になりまず。 杉バ J 


本体を持ち運ぶときは、プッシュボタンに 
触れなし1 ブッシュポタン 


がぶたび開いて、けび•やけどをす 
ることびあります。 


-特に巧ぶたセット、 
なぺなどの金属部 



水のかかるところや、雄の巧くでは使巧 

しなし 1感電•漏電•変形の原因になりまず。 

専用なぺながは巧箱しない 

なべび過熱したり、異常動作の原因になります。 

荷重強ちが不足しているスライド式テー巧 I 
では使わなし、 

スライド式テ…ブルび破損して：快飯ジャーびを下し、 
けがやけどの原因にな日ます。 

荷重強度は、 I . OL タイフで巧 kg 政上、 1.8 L タイプで 
吕 OkgliU ： のをのをお使いください。 


不费定な場所や熱におい黄[物の上では巧巧 

しなし 1 义がの原因にな D ます。 

乃レミシート•ち気力—ペットの上で巧巧しない 

アルミ巧び発熟し、発煙•発火の原因になります。 

壁や家臭の近<で巧わない。キッチン用 
驭巧棚などで巧ラときは、中に巧気びこも 
S ないよラにずる 

巧気またはおで壁や家具をおめ、をを’をを①原因に 
な0ます。 


使用瞬が約•は、萬这みプラグ巧コンセントか 6 巧く 
けが•やけど•絶場劣化による感電•巧霸义災の原垣になります。 


〇 お手入れはをめてか凸巧う 

商温部に触れ、やけどの想!れびあります。 

差込みプラグを抜くときは、コードを持た 
ずに必ず先端の塵込みプラグを持って引 
き巧く 

感電’シヨートして结乂することびあ0ます。 


コードを巻を取るときは差么みプラグを持って 
巧ラ 

差込みプラグび当たって，けびをずることびあ日ます。 

む識用ペースメーカーなどをお巧し >の方は、 

本製品のご巧用にあたって居師とよ < ご相敦 
<ださし、 

本裂晶の動作びぺースメーカーに影智をちえることが 
を0ます。 


お願い 


お気に覇いちのを近ヴけない 

テレビ•ラジオ•インターホン•無線が里話な。ま、雑音の入る 
恐れがありまず。キャッシュカード•自動改札用定期券カセット 
テープなどは、記情び消える恐れびあります。 

本体(特に蒸気口)には、ふきんなどをかけない 

本なやがぶたなどの変お’変をの原因にな口まず。 

なべの3分巧呂(なべに表示している MAX の 

職に水を厦气仲研 

レみレ I ,'龜，，ぉな印麻が直太輩 

なべに傷をつけたり密形をせない' 

弓まく欣けない原因になりまず。 

本体庫巧やなべにご飯粧や米粗などの異物が 
ついをまま使用しない 
ラまく炊けない原因になりまず。 


空だきをしない故障の原因になりまず。 

水をかけた日水分を含んだをのの上に田かない 

愚里•故皆の原因になります。 

IH クッキングヒーターの上で使わない 

故障の原因にな0ます。 

直射日光が当たる所で使わない 

を色の恐れぴあ。ます。 

他の^な器に蒸気が当た:る場雨では演巧しない 

お気により，涅歲お器の义災。巧障’を色’巧形の原 S になりまず。 

吸•排気□をみをぐような場所(紙•和，じゅうたん， 
ピニール袋•乃レミシートなどの上)で使用しない 

故障の原因になりまず。 


米活性のお IS 



おいしく 巧いて•おいし <保 


参米を正しく計る 

必ず付属の計量カップずりきりで計ります。計量米ぴつや市販のカッフ (200 nnL ) では、善が出ます 

•手早く洗う [ 米巧手早 < r がラ J ために、水をためるポウルを用ちして < だ立い 。I 

任)すずぐ’‘.最細またつぷ口の水で大きく呂〜3圓かき混だ(約10锁 /- rz^ ——V fii 

な巧〉、水はすぐに捨てる巧国おり返す） ‘乂 ： i \ / ，ィ•■… 结だ 

⑤蘇う ..... 手の指を立て、米を30固(約巧が)かき混ぜるように 、三命 /： 巧う 

して洗い、そのをたつぶ0の水で大をくかを混ぜ、 ポウルじためた .Jiik /を j 

水はすぐに捨てる 2。ぷ兰ミミ t 咬靖 

こ n を1セットとして2〜4セットお0返す ；巧。てずすく I \：3聯教瓣 

⑤すずぐ"•最をにたつぶりの水で手早く 2回すずぐ - 

均)〜③巧10分な巧で仔无るようにずる） """"""" 1111111111 '! iiii 

• 正しく平加航ずる __ ^ 堯| f 目 王〕紐雑^ 

水加な哼目盛どぉ司水帮患ょ。]水を競 。] f »中 g 


指をなて、巧さ 
结ぜるよう臣 
银う し 


|4|^の種ぉ 



を米 

水加な 

水の目盛どおり 

水位目盛より 
かなめ 

水位目盛より 
かしみめ J 


が水位目盛よりかしみめ」で欣くとき肤ふきごぎれ防止のため、 
I ゃゃもちもち I メニュ-で炊いてくださし、。 

•アルカリ度の強い水を使わない 

アルカリ度の霜い水 ( PH 9 じ(下)を使用してください。 

黄巧したり、ベたついたご飯になりまず。 

•巧を上びった5、ずぐにほぐず 

余分な水分が逃げて、ふつく 5 おいしくなります。 


水位因惑の 
◄ I 白余「3」まで 
がを入れる 


I 上のか位目盛は 1.0 L サイズ 


おいしく巧通 


•なべの中でご頭を保なずる場昔は、愈ず保温磯能を使う 

•差込みフラグを巧いた状態、または、保温を取り消した状態で保湿機能を使わずになべの中でご飯 
を保存ずるといやなにおいの原因になりまず。 

•ご嚴の乾操•いやなにおい•黎包を防ぐために、このような保溫はしないなべ中^に盛る 

♦ごおのつぎたし 

•冷めたご飯からのイ呆温/"：、 
•炊きこみ.おこわなどの具や調味料を加えて炊いたご艱 ( \ 

•コ□ッヶ.みそ汁などご飯じ例のをの も，く ^、、 y 

•24時間（「高め保温」では12時間)换上 

• しゃち)じを入れたまま v -^— ^ 

♦少呈のご旗は、なべ中央に盛る 


この製品では玄米を炊くことがでをます。また、玄米を活性化さは栄養価を高める炊をちとして「玄米活性 J メニューび選べます< 


おおお》:解释 圓 II , 

r 玄米活粗メニ:!一思 1/ u で玄米を炊飯ずると、まず玄米を活性化させる工程に入り、その後、自動的に通常の玄米贼飯 L 
程におります。 

玄米を活性化させる工程では、なべ巧の温度補 4 C 瓜で呂時間誦しまずので炊を上が。まで約3時間1が卜 -3 時間吕〇 
分ぐらしめ、かります。玄米び活性化することにより栄觀の一つである幾ギヤパ(ガンマーアミノ酪酸の■び元の玄米 
な铜 1.5 简こ慟□します。また、通常のを米炊飯に比べてやわらかく奠ぺやす<なりまず。 

ぷギヤバとは••ギヤパげンマーアミノ酸敷はアミノ酸の一種で赃を下けたり、巧縷^る効栽術るといわれています。 
































































































































































































さ音!!のなまえと扱い方 


霧氛^ ————— 

®： i » 時に蒸氣が出てち温に 
なるのでを意して < ださい。 

プッシュポタン . ^ 

がぶたを開けるとさに押す わ。- 

•圧力式で密開度を上げて炊くために開く Ipi 
までがし時間びかかることがあ0ます。 f : を、；’ 
•炊飯時に圧力びかかっているとき、 
プッシュボタンを巧してを、ま全の 
ため、かぶたは開きませんが故障で yi 
はあ0ません。 / V 


蔡気ロセット 


-.一一 ^ * . 


八ンドル 

持ち運びのと田こ使う 

• 萬をみプラグ 


操作部 


瞧 □—* 

体体底部） 


排気日」 
体体裏側） 


雜殼フィルタ-〜 

異物が詰まるのを防ぎます。 

•お手入れ後、化ず巧ぶたセット 
に取りつけてください。一 
一 P ぶ 6 

巧を弁- 7 

圧力詞整装置び目詰まりし\ 
た0、故障などの場合に異常\ 
な圧力を巧くなどのを全巧構\ 
♦み躲しなし)でください 。 A 
お手入 n 方法は 
一 P .22 




巧しち 

差込みフラグを持って引く 
(ホマークむ上引を出さない） 
しまし)方 

差込みブラグを持って、2〜 3 cm 
引いて房ずと自動的に巻を込む 


フイルター ベー ス 
——巧ぶた K ツキン 




巧ぶたとつ手-" 
庙ち2力煎 
巧ぶたセツトを持ち 
運ぶとさに使5 


画 


圧力調酱装因一 ' 

燃飯時に圧力の謂整を巧ラ 
•分解しないで < ださい。 
お手入れ方法は 

一 P ぶ 2 





—■■内ぶたセット止め眞 

内ぶたセットの巧0はずし•巧0つけのとをに巧う 
きみ^ ♦お手入れを、巧ぶたセットを必ずお0つけます。 

騎 巧 

~ " ぶたセンサ— 

«~■放腿 
学1! かぷたパジキン 

卜 ……………… ,.巧巧口 

_なべ 

^广しやをじ夏け取りつけ部 (左ち吕力所） 


...レや.ちじ養けのクけち.... 

♦2 力所のツメを本体に強めに巧しつけながら 
(①)、脚をしゃもじ受け巧りつけ敢り巧に差 

し込む (⑤） . ! -||K 

iHp % じを ，味. 

•しゃもじ受けをひねり|いレ 
が阳は种_ //|^ 


サイドセンサー(本体内側) 


しやをじ受け 
取りつけ部一 


付届品 


しやをじ 


しやをじ受け 


計量カップ 





白米用り 80 mL ) 無洗米専用 (171 mL ) 


なべのフジ素被度は使用により消耗しまず。 

♦色むらがでさたり、はがれることがありまずげ、性能や衛生上のま晴はありません。人体への影留(害) 
はな C 炊飯•保温をずるうえで問題なくご使巧いただけます。 

♦フッ素被腹のはびれが気になるときや、なべが蜜形したときは、購入できます。一 P . 呂居 


なべのフジ親 S 膊ホ傷がつくと、はびれる原因になりまずので、ていねいなお取り扱いをお願いしまず。 
フッ巧做戾を傷めないために巧のことをお巧りください。 

<準巧のとを> 

•米に湿じっている異物(石など)を取 D 除いてか5米をおう 
• 泡立て器などで巧米しない 
•を属製のざるをあててな米しない 

• 炊巧ジャーな巧では使わない を^ 

<巧を上びったとき> f \ 

•なべでおを混ぜない(ずしめしなど） {( グ ~、、 ）） 

•金属製のおたまは使わない(おかゆなど） \/ 

• たたいたりしない(よそラとをなど） 

くお手入れのとを> 

•スフーンやを器類を入れない 、—/ 

•調巧料を使った場合は、ずぐに巧う 
• スポンジなどの柔らかいをので洗ラ 

• シンナー•ベンジン•みびき粉•たわし類（ナイ□ン•金属製など)•漂白剤などを使わない 


なべを傷がないために 


’キーは確実に巧して < だをい。 

I 巧巧音の愛化や、 r 族顔/再加蘇]キ ー 、 r と日けし」キー中央の(霉、’ 


>) は、目の不自由な方へ配虜したものです。 


r 無統米 J キー- 

無洗米を炊くときに 
使う 一 P .9、 P .10 


r とりけし J キー — 

揉作設定の取り消しや 
作動中の横能を中止ず 
るときに巧う 


欄部 

(すべてを表していまずび、お使いになる中で 
このよラな表おはしません。） 

液蟲部を布などでこすると黒い綜げ出る場合が 
ありますび故障ではありまはん。(静電気による 
現歲でありしばらくずると、もとに麗ります。） 

f — r 時刻をねせ J キー 

予狗時刻や現在時刻ををわせる 
ときに使う 一 P .14、 P .17 


とりけし 


I _ nUbBTTKIlEiMCnONttltllS Ji _ 

細ミ、ぃ，I〕胤白米阶っきり•ふつうIをちちち] 

巧ぶ作丫 ▲ ▲▲▲星 ▲ 

困ぶ/;'•巧が强 

メニユ - ;II 献き U v * L ' V I 圧巧 
夫'. 白綱巧きこみず U & L / むこわ励ち米 
グ 1が就お R 米掀トブぶつうおこげ, 



r メニユ ー J キー 'x 

メニユーを爱ぶとをに使ラ ' 

一 P .9 

r 保温适択 J キー- 

惟め徽8」や情め倒!」を适ぶとき 
に使 ラー P . 13 


「おお度巧め〇•め 


圧力表示- 

圧力びかかつている 
とさに表巧ずる 


炊端 



-‘ K 燃飯/再加敵が一 

炊飯/再加熟ずるときに使ラ 

r 予辄 キー 

食べたい時刻に自廚的に巧さ 
上げるタイマー予約炊巧の 
ときに使う — P .14 


お知 S せ I 





























































ご飯の巧ま方 


基本的な巧を方 


♦工場出荷時の巧なタニユ H ま!■エコ巧な J に巧是をれていまず。 

参初めてお使いになるときは、なべ•巧ぶをセツト•蒸気□セツト•巧 S 品を洗つて 
<ださい。一 P .21 〜 P ぶ6 



♦ ご黄おや米粗などの異葡がをると個をが壳をに 
題ま S ず、姨巧冉こが離と东巧の閨が Si ® 逼れ 
た日、が巧たが関いて巧容巧がをを出ず愚れがを白 
まず。まを、ままのをめな飯を受けごけないことが 
を白まず。 


米の計量は、付属の計星カップを用し)， 
ずりきりて宅がます。 


平らな台の上で、炊またいメニユーの目盛に合わせて 
おを入れで C 蹈ない。 -^ p.n 
来を平 S にな技し萊ず。 

氷の量!ま、米破巧ジ:®に普ねせでくだをい。 

•がに浸まな<でをずぐに换けまず。漫しでお<と， 
かしやむらかをにおを上汝りまず。 


か位目盛は、白米の場合と同じです。 

♦無洗米は、精米製法などによりがの表面 
にデンフン質がみく残っている場合があ 
りまず。米のデンフン質で、水が百くに 
ごっていると焦げ•みきこぼれ•巧き上び 
〇ぴ悪くなる原因になります。白くにご 
るとをは、1〜2度水を入れかえてずす 
ぎまず。 


なべを东巧に入れで*巧ぷたかダトと蒸気□セットを巧りつけ、 


なぺが側や本体庫巧の水分や異物を庙さ取り、なべを本体に入れます。 



キーを押すごとに、表を部®「▲]のを置が r エコ嫉飯 j 
-* r しやコをり」-4を帮しやつきり_!一昭、つ弓い辟が 
も铺か柏ちをち脚國こ点巧しなぜら移動しまず。 


ややをちちち 


ややしやつきり 


口な ■ 白がしやつさり • みつう • をちを旬 


しや请り 


樂やつきり 


•白米のもちもち度(白米を炊くとき 
の粘。と弾力の程度)を次の日段階 
で巧をわけることびでをます。 


ちちちち度器め 4 - - --- H - をちをち度強め 

♦「白米急速 J は白米のちちをち度の選おはでをません。 


が旗/再加熱ランフび点なし、お飯開始のメロディー(ブザー） 

が鳴0まず。 

表示部に炊を上げりまでの目やず睡闇汾)を豪添し素ず。 

•ご巧おや米描などの異物があると妍苗をが誘をに閨ま邑ず、巧渡中に 
がぶたと本体の聞か5蒸気拭を巧た目、列•處をが閣し、で巧客物がるを出ず 
巧れがお0まず。また、ををのをめ巧黄を受けつけないことを巧日まず。 


♦ 巧ぶを揉めをれ费复庭が r ビジビジ j xg 回麻ることがおりまずが、鼓障では 
ありません。が巧たは r 力すッ J と音がずるまでホつ <0と確実に閉をて <だ 


■獅ランプ好祖ているか確認して r 績/再が親キーを挿してくだをし、。 

お霜ラジ乃?!点巧していると r 再加痛堂に入ります。イリ污 
•巧巧中に場在房绍を知日をし S とまはさねがキー巧 f みまをは W 
を巧してくだを U 巧唐のリテウム里あが切れて、覇を時刻を合わせていな 
いとをは、現を時刻は衰录をれません。 


巧を上がりまで®残り時聞は目やずでず。 
室窟•水湿•ま圧嗦如該などによ日かわり 
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9 




































































































































































熬雖上が D © タロデイー(タザ圓）が鳴り、保湿に顶〇かねつたる 
ずぐに C 旗を揉ぐず 


蒙為が出ないことや ENsas が消までいることを 
觀してか S がぶ坛を閱けて < だをい。 


欽き上がると自動的に鶴謡こ移り、巧を巧温ランプが点好し、 
1轄閣 ( h ) 舉擺て*^^轉閣蠢表泰します。 

ずぐに揉ぐして余夕を水がを逃がずことで、ご巧毎がをまか 


ベをつ錠技をままず， 


•ご巧をほ <* ずとをは、やけどに十を注意して巧つてくだをし、 
* 读證をおり溝して、苗び領 S にずると roh j の表京に戾りまず I 


j 勝ぞ齡〇■めII 


膊ぐし忘れ覆知音が r ビジピツか2回甫ることがありまずが， 
re はありません。ご 巧を ほぐしで、列•ぶたを贾めてくだをい I 


♦炊を媛了時巧薄绍音[ホ稚巧蒂巧のしかたに切0かえることがでを 
ます。まを、夕ぷ成:題を忘れ•ご巧ほぐし這れ 巧な! 含はサイレント 
に切白かえることげでをまず。一 P .17 


f とりけし）巧巧し 


な拥後は 


____…"、巧気が出ないことや區固のま巧が消まていることを巧度してか5かぶたを巧けてください。 

V 111111111 S "1,, ^ Zl ,1,1,1,1,111ノ ♦炊巧を中でかぶたを開けたり、炊飯を止める場合、「とりけし」キ•■■■•を1抄な上押します。巧気口 
から巧気び裝いよ<出まずのでま忌して<ださい。 

♦ E 1 の表示び消えたあとでち、プッシュポタンび重 < 感じた6無理にかぷたを開けず、冷まして 
か5開けて<ださい。巧容物びみを出して、やけどの恐れびあります。 

•圧力をかけているメニューでは、げ飯開始か6約10分で圧力びかか0ます。圧力びかか D 始め 
てげ6保温になるまでは、巧をのためがぶたを開けないでください。 

C お巧ちせ1•炊飯の状態により、炊を上びつたご飯の底面びラずく焦げることびありまず。 

、ノ ♦米をつつみこんで燃くために、ご飯の中央部びややくぼむことびあります。 

• 連続して炊 < 場合や保温をやめてすぐ炊 < 場合は日日分政上をましてください。本がやかぷたの温度 
び高いとうまく奶ブません。 


ffl ® が 

本がやみ巧たを草 < 冷をし色い場昔、でおの方推をおなしくだせい。 


IS ) 

•接べ!レ冷味を入 f レ4^か犀卿お&や3 



■が a ： 織狀 iw をお’ジトをは机*冷まず 



巧統測が 

巧巧$|^のしかた 


1 が)を押し、表お部に issa を表巧をせる 1 i ' なおホ)を巧し、表示部の 居盈ち 3 を消す 


r 玄米 J •ほ:お活粗が選おされ 
ている状態で r 無巧米 J キーを 
巧ずと、メこューは「エコな鉱 
へ费ります。 


無统米選択を亮了 


r 臟米が!就 


口慰规もやつ釣*るつう • をちをち I 


7 :巧な 


r 無洗米厕える 


口得 1 自が[巧货•みつう•もちを旬 


7 ぶな 


無洗米^の解厳を亮了 


10 



エコ麵 

巧米/無洗米 


1 

エ]鐘 

白米 

しゃ:?を0 

白米/無洗米 

白米 

しやつをり 

白が 

ややしやつを0 

白米/無巧米 

白米 

W しゃっ郎 

白米 

ぶつう 

1白米/無洗米 


白米 
ぶつラ 

芭が 

ややちちちち 

1白米/無洗米 


白米 

ややをちをち 

白米 
をぢをち 

1白米/無巧米 


白米 

をちをち 


1白米/無洗米 


巧成巧を 

Bmm 

1巧が/無茄ぉ 


1 

白米急理1 


巧をこみ 


すしめし 


おこわ 


巧米/巧おホのをこみ 


白米/無洗米すしめし/おこわ 


をち米. 

巧米/無洗米 


ずしめし/おこむ 


玄米 玄米 


を^!^ 


纖米 


巧なセーブ 


成つラ若こば 


白が/無洗米 おかゆ 


玄米活性 


白及造米 11 賺 


白米/お洗米 繁気むーブ 


白糸/無洗米ぶつラおこげ 


亡炊飯]!造だ刊 



1.0 L : 日.5〜巳 .5 


1.8 L :1 〜1日 



1.0し:0.5〜4 


l .8 L ；2~6 


反めし] I 端?苛] 


おこわ 

nm^im 




1.0 L :1 〜4 

J .8 L : 呂 〜 S — 

1.0 L :0 占〜1.巳 

1ぷし:日.5〜2.已 

1.0 し:！〜4 
1迫し;2〜目 



蒸気セーブ 



1.0 し:日.5〜4 
3追し:吕〜6 


1.0 し:日.5〜邑.己 
1.8111-10 

1.0 し: 0.5 〜 5.5 


1丑し；1〜の 


’消を奪力泄をおさ文てご飯を炊さ上げ 
ます。少しかために炊き上びります。 

• 粘りかなめで、 しやつ をりとしたご飯 
に炊を上ばまず。_ 

■ 「みつう」よりもやや傾ゆの圧力で炊を、 
やや粘りかなめ、弾力おさえめのご巧 
に炊を上げます。 _ 

>この製品の標準のをちちち度に欺を 
上ばます。_ 

• 「ぶつう」よりもやや高めの J な)て带り • 
弹力を弓 i を出して炊を上げます。 

’ 5 つのちちをち度の中で最を高し、圧力で 
炊きまず。「ややをちを幻に比べより強い 
粘りや摧加ぁるご飯にがき上げまず。 

‘じつく日と時間をかけて米の旨みを 
ひをだすメニユ ー です。 

I 白米を早く炊をたいと巧に爱びまず。 
かしかためにげを上びります。 


具は米の寅虽厘ご)の3日〜50%が 
適きでず。 

具はかさめに切り、米の上にのせて米 
と混ぜずにかをまず。 

調は料はだし汁や水などで薄めて米 
に加え,水加巧したあと、なべの底か百 
よく混巧まず。巧めなかった0、よく 
混ぜないと焦げびをつくなつたり、 
うまく奶ブないことびありまず。 


具は水加貧をしたちと、米の上にのせます。 
覇巧料はだし汁や水などで薄めて米 
に如え、が加該したあと、なべの庭か5 
ぶ < 混ぜます。 

具はおの 質窒運 さ)の 3 日〜已 0% が適 裏です。 
具はルさめに切り、米の上にのせて 
米とミ居だずに炊をます。 

煮えにくい具は、ややみなめにしてください。 

«織は、あさかじめゆでるなどし、 
化ず巧を上がってか良加えまず。 

玄米•分づき米は炊けません。 


白米を混ぜて炊飯するとふきこぼれ 
たり、ラまく燃けないことびあります 
ので、おすすめでをません。 


• 玄米を巧せ化させ栄養価を高める 
メニューです。一 P . 邑 _ 

• 雑穀米を退ぜる割合は、炊飯星の 
10%な下にします。 

• 潍穀①種類や配合によってかたさが異なります。 

• 熬気星をおさ充るメニュ--です。 
かしかために炊さ上がります。 


おこげの#ばしをを楽しむメニューです。 
炊をたてびおすすめです。 

巧めるとおこけ部みがかたくな0ます。） 
おこげ部分びほぐしづらかったり、食感ぴ 
かたくてをべヴ5いと淳じることびあ。ます。 
おこ拥嘴にくいこと滿りお。 


の場合は P .8、 P .9 「無洗米を炊く場合」参照 
「無洗米専用」の計量カツブをご使巧ください。 


参 rx ニユ i キ，に護されているメニユーです。 











































































































































































































































































































































エコ热巧 
しゃ^»巧〇 
ややしゃごが 
協张をつ 9 


肋をかけて 
いるメニユー 




1。しサイズ 

が!已が)〜1時閔 


1.0 しサイス………… 

巧1時間〜1時間10^) 


が]50分〜1時間 
約已〇分〜1時間 
が]己0分〜1時間 


ややをちるち 

• 

約巳已分〜1時間己分 

お5日巧〜1時間日夕 

巧55か H 時間1汾 

せちをち 

• 

が]已5分〜1時間己分 

お日5分〜1時間1紛 

療咸炊を 

• 

1時間20分〜1時間3日か 

お1時範〇分〜1時邮〇が 

獅時揖 2 Q 分〜1時困朋分 

白米急速 

• 

お 2 B 分〜35分 

お3が卜45分 

的30巧〜3已分 

巧3己分〜日脚 

巧をごみ 

• 

約1時間〜1時間10分 

糾時卧 -1 時間1日分 

排畴間5分〜1時留巧巧 

ずしをし 


お5前〜1時閨日分 

が]1時間〜1時間 lOi ) 

巧已日分〜1時間前 

巧1時間〜1時間1城 

おこね 


お5日分〜1時間5分 

お1時間〜1時間 lOiJ 

あ已日分〜1時間5分 

巧1時間〜1時即日み 

おが 陳 


お己0分〜1時間 

約50分〜1時間日分 

玄 采 

• 

約 I 時閨〜1時閨1樹 

約1碍圖10か H 時固吕紛 

—— 

を朱活性 

• 

約3時間10分〜3時間吕已分 

お吕時圈1日分〜3時間30分 

— 

雜媛ホ 

巧 

お日日分〜1時間5分 

約1時間已分〜1時固1日分 

巧日日巧〜1時間5巧 

お1時間お H 1 即が巧 

お叛を…ヴ 

巧 

お50分〜1時間 

お日口巧〜1時間 

お日故〜1時聞就 

を刀弓おこぼ 

巧 

ぉ日已か。 

-1時間日巧 

約己5分〜1時間己分 

證經を米* 

巧 

約1度間- 

-1時間10分 

細時間〜!時園10分 

觀即這〜1時即5分 


1.0 L ヴイズ 1ぶし巧イス 

巧日5分〜1時商日お I 巧1時閔〜1時間1が^ 
お55巧〜1時間日巧 
が]己5巧〜1時間已巧 
が! 55分〜'!時間5分 


•電圧1日 0 V •室温20で•水温18での場を。 

•時間はげ飯をはじめてから保温になるまでの時間です。また雷圧•室温•季節•水加減などによりかわります。 
•欺きこみは、米に謂巧料をしっかり含ませおいしく炊き上げるため、厥き上びりまでの時間び長くかかります。 

(ず熱の時間び約30分かかりまず。） 

《凳まを米は、白米の「ややをちをち J メニュ ー で炊いて < ださい。 


• r おこわ J •巧疑ちが j . r 巧づきホ (3 かづをぷ分づき’7分づき)」を保温ずる 
ちちは r 高め保温 J にして < ださい。 (いやなにおいの發生をおさえまず。） 

パ富め保温 J で保涵した巧合でわ、長時剛12時罔な上)保温すると、ご巧の劣化 
によるにおいび巧生することがちりまず。 

• r 富め巧活 J をを巧ずると、温度责ちのためのフアンぴ回拓しまず。 


〔保温を 抵め f 苗 お、 


巧涅しているご巧のおいしをを保つため、な下の場合にブザーで彩知資せしまず。 

• 炊き上びったあとすぐにこ•飯甸まぐさなかった場合、約10^^、4日分後、70分後^ピッピッ」 x 吕回ブザーが鳴りまず。 

ご啟の余分な水分を逃びしご飯のベたつきを防ぐため、炊き上びり直後に約•ぶたを開けご飯をほぐしてくだをい。 
•保温中がぶたび開いたままの場合、約己分を「ピッピッ 」X 2回およびその後3分おきに3回ブザーび鳴りまず。 

ご飽の磊度び下びりずぎるのを防ぐため、がぶたはけ]チッ」と音げするまでゆっくりと確実に謂めてください。 

ただし、このよラな お巧6せが不担な場食、朝颇音をサイレントに切りかえることがでを まず。- > P .17 


〇巧 


♦ r 概め瓶扇」と惰め保温」は、 一 ■度選んで保温すると、次に選び直しで保晶するまで記憶されます。 

自動的に r 高め保温」に務った場昔は、記憶されません。 

•保温中に現在時刻を知りたいときは、「時刻合わせ j キーの f みまたは iiJ を巧してください。 
をラー度 r 時刻合わせ」キーを巧ずと、保温経過時間に戻りまず。保温経過時間の表示に房さな 
い場创ま、次に炊飯しても表おしません。切りかえは、保晶中しかでをません。 

•なべの中でご飯を保をずる場合は、必ず保温機能をお使いください。 

•陆つうおこげ」 JXH ューはおこばの霄ぱしさを損なわないために、炊飯後は保温せずに早めに 
お召し上びりください。 



アドパイス 


タイマー，が]がおおよび30分 
政上覆しての炊飯はしないで< 
ださい。 

発すを米の種類によっては、 
ふきこぼれたり、うまく巧けない 
ことがあります。 

発芽を米巧を使用して作った 
発芽玄米をお使いになる場合 
のがき方は、発ま玄米機を販売 
しているメーカーに直接問い 
合ゎせてくださし、 

おおや稱米度によっては、&き 
。ざれたり、うまく巧けない場合 
びあります。 

一水如巧巧してくだをい。 


口巧6 


1.0 し妇かノブ）1.8し(4力"ノス 

134 Wh 174 Wh 


I 白米ふつ5 219 Wh 289 Wh 




ご巧がかた < 感じるとをは、巧のよラにずると 
やわ S がまず。 

•炊き上げってほぐしてからしばらく置く 
• あ5かじめ米をきしてから炊巧する 


お狂 msio 巧について 
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タイマ画モ約が旗 • タイマーホ約のまえに、現在時刻を食わせてください。 


* 食べたい時刻に自動的にご飯を炊き上げます。 2 つのず約時刻を巧巧りと巧巧 92J で記憶します。 
«エ場出荷時は巧お 1 J は 6 :百日、巧魚を!は 18 : 00 に設定されています。 


モが時刻を設まずる 1 



) を巧して、 r ホ綺1 J 读を弦円确到语爱21 


r 巧括りに設定されてし)る時刻•煥飯/巧加熱ランプが点讀します。 


• をラー J 鼠をずを rwiai に設是まれてぃる«|を轰おしまず。 


ニコ-) を押しで*タニユーを爱3? 


またはと； 
時刻に合わせる 


•巧し競けると 1 日ち単也で早送りがでをまず， 

•前回と同じ時刻です銜するとをは，時刻合わせの巧妄はを。ません, 


嫁飯/再加熱ランプび消巧し、欺を上げたい時鍵とを約ランフが点巧 
メ □デイ--(ブザー)が屬ります。 




• r 炊巧/巧加み J キーを巧をないと、タイマーホ約ま亮了しまほん。 


•外ぶを閉を麽れ報知音げ r ビジピジ jx 2 回磨ることがあ 0 まずだ、散摩 
ではをりきせん。如煎 d がカチジ」と音がするまでゆごくりと確実に 
閉めてください。 
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^タイマー巧拍炊* 巧おずすめ時囲 





巧ホ 


X 

コ饮飯 

1 XJ しヴイス i . dLt ? イ义 

1時間1日分〜13時間まで1時間細分〜13時間まで 

1 .iJ しなイ乂 1 •けしヴイ乂 

1時間1日分〜13時間まで11時間20分〜13時間まで 


しゃつ巧 0 

1時間10分〜13隐間まで 

1時間…分〜13時間まで 


ややしゃつをり 

1時間10分〜13時間まで 

1時間1日分〜13時間まで 

白米 

ふつラ 

1時間10分〜13時間まで 

1時間…が〜13時間まで 


ややちちちち 

1時間1日分〜13時間まで 

1時間1日お〜13時間まで 


をちをち 

1時間15分〜13時間まで 

1時間巧分〜13時間まで 

巧 

巧巧を 

] 時閨35分〜13時間まで 

1時間3己分〜13時間まで1時間40分〜13時間まで 

ず 

しめし 

1時間10か〜13時間まで i 1時間1己分〜13時間まで 

1時間10分〜13時間まで1時間1己分〜13時間まで 

お 

かゆ 

1時間1日分〜13時間まで 

1時間 1 Q 分〜13時間まで 

を 

米 

1時間15分〜13時間まで1時間2巳分〜13時間まで 

— 

を 

米巧せ 

3時間3已巧〜13時間まで3時間4巳分〜13時間まで 

— 

巧気セーブ 

1時間10分〜13時間まで 

1時間10分〜13時間まで 

ぶつラおこげ 

1時間10分〜13時間まで 

m 間10分〜'13時間まで 


( おらせ^ •タイマ•一予約が巧を巧り消すと苗ま、 r とりけし」キーを巧してくだをい。 

V W 一一 J ♦予おやに現な時刻を巧 0 たいとをは、「時刻合わは」キーの I て' 1 または 1 ^.; を押して<ださい。 

♦ 「おこわ」の具や巧巧料を加そたげ態でのタイマーそ約の巧はしないで<ださい。具が巧敗したり、調な料がな斑: 

してラまく炊けないことびあ D ます。 

♦タイマー*予約贼巧のときは、かしやわらかめに欺き上び D まず。 

•タイマー予約な巧のとさは、がを上が D までの烤 D 時巧をま示しません。 

•おずずめ時間未満で設定ずると、ブヴーび鳴り、すぐに炊飯をはじめます。 

•夏場など室温び高いときは、米の爱しずざによる巧おを巧ぐため、なるべく 13 時間巧脯洗米は臣時間な巧)で 
設定して < ださい。 

♦巧ま玄米のタイ 7 —予約炊巧はしないでください。発す玄米は水分を吸収しやずいため、ラまくげけない場合び 
お D まず。 

•き温または水温がほいときや语圧ッ乂加涼などにより、炊を上びり時刻に巧を上がらない場合げあります。 
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あつたか巧加！熱 時刻のをわせ方 賴細音の種類と切りかえ方 



線湿中觸坂議•商货匪)に麵しまず。 

み保温中のご飯を施熱し、よ日あたたかくできまず。 

特に低め保温中はみし低めの温度になつていまずので 
再加熱を和用すると食べごろの温度になります。 


時計は24時間表ホでず。室温などにより多少誤差を生じることがあ0まず。 
時刻びずれているとをは、次の手順で合わせてください。 

•時刻びずれていると、予約した時間に炊き上びりません。 

♦炊飯•再加熱•あめ保温•高め保温•タイマーず約炊飯中は、時刻合わせできません。 


例： 現を 時刻が 1芭 で*表/ちが 3か 昼 6 巧とき 


♦ ご飯がかたくなった白蕉ばた0することがありますので必ずほぐしてくだをい。 


•巧し続けると10分 
単位で早を0びでを 
ます。 


•か里巧ご飯をち加熱するとをは、茶わん1が網！ 60苗当たり大さじ1の打ちみ 
をしてぶく宮ぐし、なべ中突に盛るとご巧のを揉びやわらぎます。 


• ご飯を忌ぐずとをは、やけどに十かま患して巧コで < だをし、 


点滅が点灯にかねると時刻をねせ完了 

現在跨刻に合ねせたあと、3秒たつと点滅び点阿にかわる 


保'!ランプ巧めまたはをめ)が点:打 
していることを確認して<だだい。 


•保温ランブ清を’低め)好点なしてし1ないときに 「 M / S 巧]巧 J キーを巧ずとか巧を行いまず。 

適ず瓶畳ランプ萬め’低哟だ親なしていることを確詔してか 5、 r 巧巧屑加热 J キ•"••を巧してくださし、。 


なべを入れ、差&みプラグを差しなむ 

去なを3砂似上押ず 

*•-. _ 

切りかえたい報知の設定荒了音が 
鳴った S 切りかえ完了 


• 再加熱開始時のメ□ディー音は切り 
かえることびでをません。 

• 炊飯中•保温中 • タイマー予約炊飯中 
は切りかえることがでさません。 
•操作びラま<でさないときは再度ザ 
からやり直してください。 


•底货ご飯ががしかたくなることび憂りまず巧で、ご飯を体をよくほぐし，平 e にします。 




巧加熱の繰り返し(お焦げや乾燥の原因） 

ご嚴の量び、1。しサイスで巧米の水な目盛3な上、1.日 L サイズで白米の 
水位目盛 6 m ： あるとき(十があたたま5ない） 

ご飯び冷たいとき、またはなベの湿度げほいとき 
(お焦ぱやにおいの原固、またはご飯びかたくなる原廣） 


袭巧場を揉再骗 i し吾も巧 <feW 


♦報规ま r 予約」キーを3砂化上押すごとに① - KD - KD と切りかわります. 




⑤ブザー麵 
r ビーが呂回が 
蘭った5證定寅了 
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異や調疎料を加えて砍くとを 

»具……•かさめに切り、米の上に平6にのせて、混ぜないで炊いてくだをい。 

•量は、米の質量の30〜50%にしまず。多ずぎると、うまく炊けません。 

•煮えにくい具は、下ごし6えをしまず。 

巧媽[^‘ . •だし汁やがなどで薄めて米に加え、水加減したあと、なべの廬からよく混ぜまず。米に離調味料を加え 
たり、なべの底からよく混ばない場合、焦ばびきつくなつたり、うまくがけなし順因になりまず。 



卜に!^している計屋単位 


■ 米の it 呈はが属巧計星カジプで巧つてくだをい。 

ミ… r を米用 J 計量巧ジプ a 方ジプ^ 1 80 m し） 

… • r 無满米専用」計量カジブ (1 カジフ= ] 71 m し) 





• エネ J 辟一 flcca !) について 


人教 • 個致に巧がちる場合はをい揉う贷 t 人な-眉なでさ巧しています。 


■ « ■ 


作り方 

1米は況い、どるにあげて30分む上才顶りします。 

2格なべに入れて A を加え、 お M 巧 の水位目盛3まで水をたし、 
なべのほか6よく混ぜまず。その上に水切りした山菜水煮を 
平らにのせまず。 

のせた巧は米と混ぜなしでください。またがや兵の爱びみいと 
うまくできません。 

3(^^) キーを巧して I ず I ぶし/おこ杠をちび、続いて( 巧が1册» '> 
キーをがしまず。 

4巧湿になれば、混だてほぐします。 

♦をち米にラるちホを混ぜてがく場合は、水加巧を水位目盛 
よ0みしをめにしてくださし、。 


巧り巧 

1米は洗い、 oEa のか位目盛3まで水を入れまず。 

(胚芽精米は、胚芽が取れないように、巧しく手早く洗います。) 
呂線思 i 三伴一を巧して [な雨—格 遷ぴ、続ぃて 
キーを巧します。 

3保温になれば、ミ属ばてほぐしまず。 


で用米したをので、家度巧任米機では 
巧米でをません。お米酷んで巧入 


ゆでなし、でなくと、巧ずをの■が 巧え、 巧力およ巧 
をを將目指まりするなど，やけどの思れがをります。 


’3カジブ 


••兼 ♦ >>■ 


巧り方 

11 cm 角に切った鶏肉と、一度熱攝に通しで畑抜を)かさめ 
のたんざくに巧った巧频ずを A に己分間つけておをまず。 

呂にんじん • こんにやく!去かさめのたんだ < に切り、こんにやく 
は熱漏に通してざるにあ I デでおをます。ごぼラはさをびを 
にし、水にさ S してアクを抜を、ざるにあばておをます。 
干ししいたけは細切りにします。 

3干ししいたけのもどし汁に1のコけ汁を加え、全体をよく 
混ぜておホまず。 

4米は洗い吕剧日え、 朽智理 の水位目盛3までがをたして、 


作り方 

1朱はをい、ざるにあげで30分む上水切りしまず。 

2ちずをは洗って別のなべに入れ、吕カップの水を入れ、乂に 
かけて約吕分間沸とうさせ、ゆでこぼします。再び3カツフ 
の水を入れ、豆の腹び割れずに指で押ずとつぶれる程度 
まで、が]20分ぐらいゆでて、あずきと煮汁を分けまず。 

31をなべに入れ、2の煮汁を加えて EMa の水を目盛3まで 
水をたしてなべ巧ち放巧ぶ < 湯ぜ、2のあずきをホの上に平ら 
にのせます。 

4 C タニューう キーを押して I ずしめし/おこわ j を運び、続しで 
嘴 f 巧®キーを押しまず。 


51と2の冥を4の米の上に平らにのせます。 

のせた具はおと温ぜないで<ださい。また米や具の量び 
をいとラまくで去ません。 

技 I メ ニユ— ) キーを巧して I 炊をこる q を選び，続いて 
(|離®®)キーを巧します。 

7保温になれば、混ぜてほぐします。 

芭器に盛り、みつばを添えます。 


纖 (4 〜扫人微 

维■…’■■…………- 

» 

………3カジブ； 

卞ししい触健どす)…2〜3巧 1 

扇をを肉 . . 

... 5曰 g 

薄 Dua ゆ.み献 1 

油あげ…………-‘ 

. . V 吕 が： 


(心かしか 
尸- )4 1 し-みく 

; vvv ，""". 36 g I 

み逸 . "•… ，パ，,""… •かさじ;を 1 

が，爪寒••••••一…… .,1 けけ 3 わ 1 

ご顧う . 

…-……3邑浸： 

■ 

がしい紐輔どし汁.あっぽ……適慰 

1 


1 資 
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お料巧/-卜っヴま 



①おかゆを炊く場合は、必ず I をた1ホ] メニューを違ぶ 
⑤化草げゆ」などの青菜を入れるおかゆを作る場合は、青菜 
はあらかじめゆでておを、おかゆび欢を上びつてひら加える 


巧0巧 

1青粟類は洗って熱湯でゆで、?村ことって冷ましかけを较ってルロ 
切りにしておさます。 

呂米は洗い、の水位目盛ほで水を入れまず。 

3 (^ ID キーを巧して 爾巧晒 を運口、続いて r 漏爾顯)キー 
娜しまず。 

4保温になれば巧ぶたを剧ブ、化塩を加えて程く混ぜます。 
または、器に盛り、1を上にのせます。 



測あ a; お S お ; S 鹽 SSiiSSil 曲 iiiiiS 摇 iSiS 翻 SiiSiiliiiSi 鹽 ii 鹽 liS 翻おおお ; 觸 W 料 ;; 


にんじん‘こんにやく •ご唐ラ’ 


薄□しょうゆ 


作り方 

1鶏肉は化 m 角に切 D 、 独あばは一度熱漏に通して(油おさ)かさめ 
のたんざ< に切0ます。 

呂にんじん•こんにやくはたんザくに切り、こんにやくは熱漏に通して 
ざるにあげておをます。ごぼラはささげをにして水にさらしてアク 
を巧を、ざるにあばておをます。 

3ホは洗い A を加え、のが位目盛3までがをたして、综べ@ 


41 と 2 の具を日の米の上に平らにのせまず。 

のせた具は米と混ぜないでください。また米や具の量がをいと 
うまくでをません。 

因 メニュー キー■を押しでを遅び、続いて ( MM ) キー 
を押します。 

6保湿になれば、混ぜてほぐします。 


SO 


‘巧飯•保温のあと、毎回お手入れしてください。 

I 必ず差込みプラグを巧き、本体•なべが冷めでか S 巧つてください。 

I シンナー•ベンジン•みがき粉•たねし類（ナイ□ン•金属製など)•漂自窥などを使わないでくだをい。 
I 食器洗い乾操搪•食器乾燥器を使用しないでください。(傷•を形•ををの原因になりまず。） 

お手入れをは、内ぶたセツト•蒸気□セツト•しゃもじ受けを正しく取りつけてください。 


外側 

固く絞った柔5かい巧でふく 
♦化学ぞうきんを使うと劫ホ、強くふいたり 
長い時間独れさせないでください。 

ブッシュポタン-夕く 

フッシュポタンの周囲にごが X 

粒や米粒などの異物び詰まっ 

ているとさは竹ぐしなどで必 I し'わ 

ず巧0除< ん^^、 

• 外ぶたび開かなくなること { ^ぶ‘ 
びあ。まず。 心ご 

操作部 ~V 

乾いた菜5かい巧でふ<\ 
na ^ nk 本体お部）- 




蒸気□セット 

-* 戸ぶ4 


蒸気□セツト取〇つけ部 

蒸気□わットを上に引いて 
はずし、本体部分を固く絞った 
柔らかい布でふく 


、ベ 


善込みプラグ 

をいた柔5かい巧でな、く 

コード 

乾いた柔5かい巧でみく 


本が底巧の吸気口を巧除なで巧除してくださし、。 
(巧に1ち程 S ) 


ほこ0などび巧着したままで 
ご使用にな0ますと、本体巧部 
①親度び異常に上びり、故障 
の原因になります。 


吸気口 


本体底部 


Ml 


排気口 


■1 。 Jl - J がぶが?ホ.■: 職 


スポンジなどの柔6かい 
をので巧ラ 

巧れが気になる場合は r 台所用中性 
巧剤 j を巧って巧う 


しやをじしやをじ受け 計量カップ 


なべ 一 P .7 


/ 0 2 

( ISOmL ) 


無洗米専用 
(171 mL ) 



獲應巧のもが氮になる巧をのお手入れ 


f なべの r 白米 j の水位目盛り.日 L サイズは K 
1 .8 L サイスは 2) まで水を入れる 

么がぶたを閉め、(に：!-を押して r 白米急速 J を還ぶ 

-- - 

3 縫)巧巧ず 


£ メロデ <—( ブが ") が鴨り蔵に切りかねっ啟 

命し)娜 r 

5本体が冷めてかを、製品全体の彩手入れをずる 































































































































































































雑穀フイ ルター 
ご敬粒や米粒などの異物 
び詰まっているときは、巧 
ぐしなどで取り除く 
•ご使用後は毎回敢り 
はずしてお手入れして 
ください。 


指で軽く中のボ_ルを 
動かして異物びないか 
を確認ずる 

ご飯粒や米粒などの異物 
び詰まってし巧とき献巧 
ぐしなどで巧め除< 


•巧ぶたセツトはご使用後、湯または氷に浸しスポンジで洗い、水分を 
よく/をき巧ってください。巧れび殘ったまま放置したり、また水おび 
残っていると茶色く変色した0、さびの原因になります。 

•分解しないでくだをい。故障の原因になります。 

广フイルターベース 

♦巧ぶたとの間にご玻おや米粒などの 
J 異物び詰まっているとをは竹ぐしなど 

读）で巧り除く 


题養' 


巧ぶたパッキン^- ' 

•ご飯粒などがつくと蒸気をれやご飯の乾燥によりおしんく炊けなかったり、 
おいしく保通でをない原因になりますので取り除いてください。 

• 巧ぶたノてッキンは取りはずはません。 


指で輕く 2〜3回巧し、スムースに動く 
か確認する 

ご飯粒や米粒などの異物が詰まっている 
ときは、竹ぐしなどで取り除く 
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内側につしすこおねばやご飯ネ立を固く絞った 
桑5かい布できれいにふを取る 
♦ちれげ残ったまま放置すると茶色く変色したり、 
さびの原因にな D ます。 

♦外 r たをしっかりと持って施取ってくたで U 


ご飯粒や米粒などの異物 
は巧ぐしなどで取り除<。 
•がぶたび売全に閉まら 
ず、安全のため饮飯を 
受けつけなかったり、が 
ぶたび開かな < なる恐 
れぴあります。 


巧側についたおねばやご飯粒を固<絞った 
柔6かい布でされいにふを取る 
• かぶたパッキンは取りはずせません。 


つゆびたまるとさがあるので、固く絞った 
柔らかい巧でふを取る 


ご叛粒や米粒などの異物ま巧ぐしなどで取り除<。 
かぶたび完全に閉まらず、安全のためげ巧を受けつけ 
なかった0、列ぶたび開かな< なる恐れびあります。 


本体;と 

がぶたの間(魏線部） 

ご飯粒や米粒などの巽物は固く絞った 
柔らかい布でをれいに&を取る 
• ご飯粒や米粒などの異物び付着したまま 
がぶたを韻めると、がぶたび開かな< なる 
恐れびあ D まず。 
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おす入れが審 



蒸気 □セツト® {まずし方 


蒸気ロセツト®ごけを 


蒸気□セツト後ちを持って矢印方向 
CF 向き)に押して取りつける 


•巧ぶたセツト止め具を巧し上(すずに 
内ぶたとっ手を持って弓 I っ張5なし、 
でください。 

(内ぶたセツトまたはがぶたの故唐 
の原因になります。） 


巧ぶたセツトのツメ (2 力 所) をかぶたのツメ塞込み 部に 合わせて内ぶたセツト 止め具がカチッ 
と音がするまで押し込む 


•巧りつけるときはがぶた K ジキンを巧ぶたセットで引っかけなし、で < だをし、 


蒸気ロケースは蒸気□キャップの 
r はずず J 表お方向に回してはずず(①) 


1!^□ケー スのつけ方 


蒸気ロキャップの▽マ…クと蒸気ロケー: 
の A マークを合わせ r つける」表お方向に 
回して確実につける(③） 


ggiEi 竹ぐしなどで蒸気□キサジブの 
切り夕を部よりはずす 

スチーム 
パッキン 

蒸気□キャップの溝の奥まで . 

をつちりと取りつける / 

つける觸ま、スチームパッキンがねじれたりしないようにしてください。 
•ねじれたまま使用すると蒸気やおねぽがをれる巧れがち日ます。 

•取0ごけが不十分でずと、霖気やおねばびをれる恐れびありまず。 
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2己 










































お手入れが悲 



■画瞧 

巧ぶたセットを片手でおさえながら、雑穀フイルターを 
上側に巧し上げてスライドさせてはずず 


雑穀フイルターのツメを巧ぶたセットの 
ツメ差込み部にをわせて、カチッと音び 
するまでスライドをせ、取りつける 


SB 品の交換•購入について 

♦損傷した墙合は、新しい部蟲と交換(有糊してください。 r ず S 巧 _1 巧与 


•交換の際には製品の型名および部品さをご確認のうえ、 
お買い上げの販売店でおまめください。 

(ホームぺージでのご購入は P .3 日参照） 


巧ぶたセットり .0 L サイス） C 143-6 B 


巧ぶたセット （1 .日 L サイス） 

C 144^ 日 

なベ (1. □しサイ双 

B 34 ん閒 

なベり.扫 L サイ;0 

B 345-6 B 

しやちじ 

SHAKN -6 B 

しゃをじ受け 

618112-00 

白米巧計量カップ 

已15784^0 

無洗米専巧計星カップ 

617824 -00 


雑穀フィルター BE 448002 L -00 
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かなと思った とを 


修理のお問いをわせまえに、一度お謂べください。 


症が 


ご巧び、かたい i 
やわ6かい • 


巧巧•巧涅中に 
音がずる 



がぶたと本な:巧 
聞からお気げ I 
ちれる 


をつたか萬加熱 J 
がでをない I 


♦おおべいをだくこと 


ご巧が、 
ひどく焦げる 


巧な中に 、 

ふをこぼれる r 


巧巧でさない^ 
キー操作で巧^ 


•おがみで、水の量を水位目盛より 1 〜 2 mm 加瘋して< ださし、。 

♦ 傾いた場所で水加減をずると、水置び多くなったり、少な < なったりして、ご飯のかたさび 
かわ0ます。 

•銘柄•産地•保存期間脯米せ米)などにより、ご飯のかたさびかわります。 

♦室温•水温などにより、ご飯のかたさげかわります。 

•タイマー予祸炊飯をすると、ご飯がやわ6か < なることげあ0ます。 

•任〕巧 働 •「白米急逝•祿気セーブ」で炊飯をすると、ご飯びベたつし、たり、かたくなること 
び ありまず。 イ白米みつう」•巧 f 城巧き j をおだしください。 

♦ なぺび変形していませんか？ 

• 白米を「無洗米専用」計量カッフで炊飯していませんか？ 

♦炊き上びったご飯をよくほぐしましたか？ き上がった:ご飯をぶく!まぐしてくだをい。 

• なべの底やサイドセンサーにご飯粒や米粒などの異物げついていませんか？ 

♦洗米び不十分で、めかが残っていませんか？ 

♦ なべび変をしていませんか？ 

♦「ふつラおこげ」で燃飯していませんか？ 

♦おかゆを炊くときにおかゆ政がのゾニューで炊いていませんか？ 

♦蒸気ロセットをつけ忘れていませんか？ 

♦洗米が不十分で、めかが残っていませんか？ 

• なべび変形していませんか？ 

♦メニ:!一やが加減を間違えていませんか？ - p.n 

♦き込みプラグをコンセントに差し込みましたか？ 

♦表示部に 「 EOl 」、「 EO 呂」などまおしていませんか？ 

•なべび入っていますか？ ■►なべを入れてください。 

♦なめ巧溫ランフ•离め巧温ランフび点なしていまはんか？ 

一 r とりけし」キーを巧してか5苗度 r 巧巧/巧加蘇!キーを巧してくだをい。 

•がぶたが完全に閉まっていますか？ 

ぶたは r カチッ J と音がずるまでゆっくりと 確実に巧め てください。 

♦フックの受け部にご飯などの異物び詰まっていまはんか？ 

一巧ぐしなどで取り除き、巧ぶたは r カチッ ■! と音びずるまでゆっくりと 確実に閉めてくだを り。 

♦ r ジー」音は、マイコンが乂力調節をしている寶でず。 

♦ r ブーン」音は、巧部の熱を巧に出ずために、フアンび回っている音です。 

♦ r ブー」音は、リタ飯中に圧力を調整している音です。 

•「カチャ」音は、炊 飯 中に圧力を制御す る 装置び動く音です。 

♦「3口11口」音は、炊飯中に安全弁のボールび動き、圧力を調襄ずる音です。 

♦巧飯び終了したとき、圧力び抜けるため r シュー」と音びする場合びありまず。 

•炊飯開始およびタイマー予約完了直後の r カチャ、コ□ゴ□、カチャ」音は、がぶたび完全 
に頭まっているかを確認する装置が動く音でず。 

♦「ピー」音は圧力調藉装置やまを弁が詰まったことをお知らせずる音です。 

圧力を逃がすときに発生ずる笛のよラな音で大きな音が出る場合びあります。 

-目唐まりによりなベ巧の圧力げ異常に离くなる恐れ拭ありまずので、 r とりけし J キ-•••を 
1投似上巧して巧巧を終了してくだをい。 

r 圧力 J 表志が消えたあとで、巧ぷたセットおよびがぶたをお手入れしてくだをい。 

♦巧ぶたセット…落とした日して変形していたり、两ぶたパッキンび切れていないかを 
調べてください。 

内ぶたパッキンび巧れていませんか？ 

巧れている場貪はお手入れをしてくだをい。 

•圧力調整装置…巧び詰まってしぶいか、異物げかみこんでいないかを謂べてください。 
♦お全弁…中に入っているボールび動<かを調べて<ださい。 

•がぶたバッキンを巧ぶたセットで引っかけていませんか？-再度つけ直してください。 
•雑穀フィルター…巧が詰まっていないか、異物げかみこんでいないかを調べてくださし、。 
_^巧れている巧をはお手入れをしてください。_ 

• 低め保温‘高め保温を取り消していませんか？一戸.1居 
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K 障かなと思ったとをっヴを 


巧 


飄葡こぉぅ 


♦お現べいただくごと 

み しゃもじを入れたまま保温してし、ませんか？ 

•冷めたご飯をあたため直していませんか？ 

• 炊を上びったご飯をよくほぐしましたか？一巧を上がったご巧をよ<ほぐして<ださい。 
• 洗米が不十分で、めかび残っていませんか？ 

•炊きこみご飯を炊しザこあとは、においび残ることびあります。 

づを入りになべを满ってくだをい。 -^ P .21 

•なぺ①中でご飯を保存する場合に、保温機能を使わずにそのまま放置していませんか？ 
保温緩能を使わずにそのまま放置するといやなにおいの原因になります。一 P 方 
• 24時間な上の保温をしていませんか？ 


保温中、 心 

ご巧がにおラ-1 
をを•乾揉する’ 

i ♦少量のご飯を保温していませんか？ 

^ •] 2時間於上の r 窩め保温」をしていませんか？ 

i •米や水の種類により、炊き上がり後のご飯び黄色くみえることがあります。 

保温中、 

ご飯びにおラ-1 
ベちゃっ< , 

• 炊飯•保湿のあと毎回お手入れをしていますか？ 

一お手入れ不足、季節やを環清による室通、がぷたの關、米の挂巧、巧米ちまなどにより、 

► 雜菌が繁殖しやすくなり、しがなにおいが発生する場合がちります。 

においび気になる巧含は、 P .22 r 巧側のお手入れ J 巧巧ったを、 p.isr 高めな温」を 
お使いいただ < と巧ま的です。 

r 低めな温 J が1 
でをなし1 P 

• r 低め保温 J を受けつけないメニ:!一を遺んでいませんか？ 一 P .13 
^ •な温経過時間び12時間経過してしなせんが？ 

► •-な温お渴時間がに持巧経担ずると r 低め瓶 gj を受けつけません。 

•冷めたご飯を保温してしなせんか？-なべの温巧び低いと r あめ巧勘を受けつけまだん。 

1 

お温紹岛時巧ち 
表示しなし1^ 

♦現在時刻を表ホしていませんか？ 

> --r 時巧!合わは J キーを巧してま示巧切りかえてください。 P .1 3!■お巧16が」巧照 

1 

巧涅中に h 

奇抑音が柏る f 

L •ご飯ほぐし涼れ報知音が嘛ってし、ます。ご巧田まぐし、巧ぶたを巧めてくだをい。 

> •がぶたび開いていませんか？一巧ぶたをなめて<ださい。 

1 

予約をずると^ 
ずぐにな巧が1 
はじまる 

一•現在時刻は合っていまずか？ -►時かは24時巧表示でず。をラーち、 S ベ直して<ださい。 

^ •タイマー予約炊飯のおすすめ時間ホ満に設定した場合は、すぐに炊飯がはじまります。 

予拘したがき . 
上方巧時刻に1 
がけない 

•現在時刻は合っていまずか？ •-時計は24時間表示です。をラー度、謂べ直して<ださい。 

► •室おまたは水湿びあいときや電圧•水加該などにより、炊き上びり時刻に炊き上びらない 
' 撮合があります。 


• 予約援作の最後に r 炊飯/再加熱 J キーを巧しましたか？ 

イ巧巧/再加熱」キー巧押をないと、タイマー予約ま竞了しません。 

♦ 「ス日〇」び点滅していませんか？ 

一時刻をわせをしないとず約をまけつけません。 -* P ^7 
♦がぶたが完全に謂まっていますか？ ^がぶたを閉め直して<ださい。 

♦フックの受け部にご飯などの異物び詰まってしなせんか？ 

一巧ぐしなどで强り除き、がぶたはほチッ J と音びずるまでゆっくりと確実に巧めてくださし、。 


予約でをない ► 


そ 

偉®が 1 

起こった6 " 

♦ご飯を炊きなび5、電気ポットで湯をわかしたり、電子レンジをお使いになるとを格電流を超 
► そてブレーカーが下りることびありまず。^巧巧ジャ叫ま単狸のコンセントでお巧いくだなん 

ブレーカーを復おさせをとも毎ち時間妍〇分未満な封1続してがをはじめまず。 

の 

化 

m みプラグか毎 1 
パチジと約餓飛# 

^ •差込みプラグを抜を差しずるとをにルさな火花が出ることげあります。 

これは IH 贼飯ジャー特有のわので故障ではありません。 


がぶた®巧擁や 
巧ぶをセットに 1 
をなのぶ弓な茶 等' 
包い汚れがつく 

► みおねばなどの巧れが付着している攝合がありますのでお手入れをしてくださし、。 

一 R 呂呂 
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こんな表巧を したとを 



表 巧 


ESi 

f 恥 

E01 

f 5 弓 

E 11 

f が 


と•巧 


f 0S 


£ II 


HO 1 H ごさ 


H が 


HOS 



;表示が消えた 
1：〇〇 ぴ点滅ずる 


圧力!が点结ずる 


表示が 

おかしくなる 





♦お黄べいただ<こと 


•故障です。 

イ3賈しなばの照な€まをは m ： のお客様ご巧ぎ媒口までご巧篇くだをい。 


♦異常な里圧び入った場合、故障巧止のために動作を停止します。 

ーコン セントの定培電圧を確かめて、圧しい祖 E または规のコンセントを 
お巧し、< ださい。 


♦「 H ^7」び連続で己回表おされますと「 E ^7」になり、キーを强ブつけません。 

一 r と0けし!キーを巧し、かぶたぜ亮をに巧まつているか巧確おして r 巧飯/再加親 
キーぞ 巧して < ださい。 

• 上記政かの場合はが障です。 

一お R い上げの巧売店またはが社のお香なご巧君藤口までご m ください。 


♦みたセンヴーまたはサイドセンヴーが离温になつています。 

— r とりけし」キーぞ押し、かぶたを邸巧05が义ましてくだをい, 
(やけどにごを意ください。）一早く冷ましたい巧を 一 P .1 日 


♦なべの入むおれでず。なべを巧実に入れて < ださい。 


♦異常に圧力のかかごた巧合、巧巧防止のために度)作を停止しまず。 
-*^^ぶたを巧めたままでま込みブラグを巧かサに、自なに圧力ぴ下ぴるまで待つて 
くだをレ、。 rH 09」 at 巧ぴおえたあとに、菊&みプラグを巧いて、蒸な□•圧力閱掛 
巧 B •巧を#のお手入れをしてぐださい。 

♦お手入打をを、 rH 09」 表示び出る場合は巧障です。 

一お S い上げの巧売店またはななのお客様ご相窝媒口までご連提ください。 


•がぶたび完全に閉まつていません。 


一5巧な巧の場を 

外巧たはほチジ J と音びずるまでゆコくりと巧菊こ巧めてくだをい。 


炊飯/再加熱ランプ 
一5砂な上の場含 



が点巧し、炊飯を開始しまず。 


r とりけし J キーを巧し、巧ぶたが壳をに苗まっているかを宙諾して r なま/巧加親 


キ■■■"を巧して < ださい。 


•内蔵の U チウム竜池び切れています。 

差込みフラグを抜くと表おや記憶(現在時刻•メニュー•保湿が態)はおえまずび、 
差込みフラグを差し込み、時刻を合わせ直すと通巧どおり使えます。 

7:な}び点滅のままで炊銀を行うと、欺飯中に現在時刻は表巧されません。一 P .9 
取りかえ5れる場合は、お買し)上げの販売店または弊社のお客樣ご相談窓口に 
ご依頼<ださい。有料で電池をお取りかえいたします。 


•圧力びかかったまま炊飯び停止していまず。 

圧力表巧が消えるまでお待ちください。(約 5 分〜 20 分) 
点滅している間キーは受けつけません。 


•差込みプラグをいったん巧いて、もう--度差し这んでください。 
一口: 00 J が点滅しまずので、時到を含ねほ直してくだをい。 
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ぶ使用中、〕ード•差込みフラグが異靴こ熱く 
なる 

>焦げ < さいにおいがする 
I 製品の-■部に割れ•びたつき•ゆるみびある 
I 欲韻中、底部のファンび回っていなし） 

>その他の異常や故障がある 


こんな症状のとをは、故居や事故 
の防止のため、おず販売店に点検 
馆料)をご相談くださしん 


修理•おお。扱い•消耗品や部品ご巧入などのご巧故 
は、まずお貝し)上げのにお巧しをねだください。 
ごお居やご舊巧などでお因りの場を、巧なの窓 □ 
r お客様ご相联センター」にお問い合わせくだをい。 
所在袖•電話番号などはを更になることびあります 
ので、あ6かじめご了承:< ださい。 


_ホームジのご!！巧_ 

部崩 • 消耗品 • 別売品のご購入専用 ページ 

http://www.zojirushi-de-shopplng.com/ 


ぉ離ご相談センタ-査以)57〇-〇11874 

5 S な^舶ほな料をでごが齡ただけます 
受付時間9:00〜17:00巧暦日〜を曙日娜 S •弊社が業日をおく） 
•巧巧電話 ’ PHS ’ IP 是話など(ナビタイヤルが利用でをない巧話） 

でのお問い合わせ . Tel (06)635日-24已1 

♦ファクシミ U でのお巧い合わせ ， ’’’Fax (06)6356-61 43 
製品の r 型を•おおいちわせ巧容」と、おぎなの r おを前•ご住所， 

巧話番号 ’ Fax 番号 J をご記入のラ无、お問い合わせ < ださい。 

_〒百 30 -日日 43 大阪市化区天お 1 T 目 19 番 9 号_ ゾ 

お客様か 6 ご巧おしすこだく「お名前-ご住所 •軍 話 番号など」は、數晶のアフター 
サービスおよびそのをのを全点検ま覇のために利用さだていただく場合びござ 
し)ますのでご了承雨し1まず。 


長年ご使用巧圧力お飮顔ジヤー巧点検を！ 


1 • IS ® 赞阔審のご確認と保替の猎願い 

おず r 販売店印およびお買い上げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げの販売店から受け取り、内容をよ < お読みのラえ、大切 
に保をして< ださい。 


这-間につ W て 

保謡雜間はお買い上げの日か5、本体は1年間、なべ巧面 
の フジ 索加工は 3 年間でず。 

这-稼狸をお申しつけなれるとを 

ぶ探邸期間中》 

製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参 <だ 
さい。保訪書の記載巧容に基づき修理しすこしまず。 

ぶ保班期間を経狙しているとを> 

修理す利ま使用でをる製品は、ご要望により有料修理した 
し京9。 


ん補修馬性能部 B 幾の保有期間は、製造巧 
ち切り後6巧聞 

激性能部撮とは、その製品の機能を維持するために必要な 
部蟲でず。 

垣.修理料翁®仕絹み 


鍵料金は、技術料.部蟲代.出張料などで^2^^ていまず。 
r 技術料 J は、診断•故障箇所の修理および部品交換•謂整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる買用です。 
巧1品伐]は、修理に使用した部蟲および補助材料代です。 
r 出頭科 J は、製品!のある場所へ技術者をお遣する場合の費巧 
です。 

■おを挣ご宜身での巧、分解や改造は巧細こしなし、で 
<ださい。 


お客様ご相談窓口 


ドん•イ 
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' エコな函 

0.0目〜 1.0 

[日.5〜5 .引 
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[1 〜 10] 


無洗米 

0.09-0.94 

[0-5 〜 5.5] 
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[1 — 10] 


呂米 

0.09-1.0 

[0.5 〜5.引 

0.18〜1.呂 

[1-10] 


1無洗が 
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お洗米 
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0-09 〜1。 
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0.1日〜 1.8 

[1 〜 10] 

を 

' 1操棘 

0.0白〜日.白4 

田-芭〜芭.芭] 

0.17〜 1.71 

[1 — 10] 

き かきこみ 

日.09〜 0.7 吕 

[0 .邑〜 4] 

0.3 技〜1.日8 

[呂〜良] 

m 

巧洗米 

0.09-0.68 

の.已〜 4] 

0.34〜1.03 

控〜 6] 

巧 

ム1 

ずしめし 

0.09-1.0 

の占〜己切 

0.1 日〜 1.8 

[1-10] 

臟米 

0.0目〜日.目4 

巧.已〜已可 

0.17-1.71 

[1 〜 10] 

1 

おこわ 

0.1 8〜0.72 

。〜 4] 

0.36〜 1.0 呂 

[呂〜 8] 

巧 

は 

巧洗米 

0.17〜〇.白日 

り〜 4] 

0.34-1.03 

松〜閉 

力 

おかゆ 

0.09-0.27 

[0.5 〜 1 .目] 

0 . 日日〜日 . 4 已 

[0 . 民〜呂.閉 

ジ 

ブ 

1お洗米 

0.09 〜 0.26 

の占〜 1 .引 

0.09〜0.43 

[0.5 〜吕 . 邑 ] 

K 

を米.玄漱巧を 

0.1 日〜 0.72 

り〜 4] 

0.3 日〜 1.44 

[2-8] 


雑穀が 

0.0 白〜 0.7 呂 

[0.5-4] 

日 . 36…1.08 

お〜芭] 


1無洗米 

0,09 〜〇.巨日 

の.巳〜 4] 

0,34 〜 1.03 

[ 呂〜 6] 


巧気七ーブ 

0.09 〜 1.0 

の.田〜 5.5] 

0.1 日〜 1 ぶ 

[1-10] 


1巧洗米 

0.09 〜〇.日 4 

の.已〜 5 .已] 

0.17 〜 1.71 

[1-10] 

1 

ふつラおこげ 

0.09 〜 1.0 

田. 5 〜 5 .已] 

0.1 日〜 1.6 

[1 〜 10] 

1 

1おなが 

0.0 目〜 0.94 

の. 5 〜 5.5] 

日 . 17 〜 1.71 

[1-10] 


発芽を米 

0,09 〜 0.7 呂 

[0.6-4] 

0.36 〜 1.44 

[2 〜 8] 


巧 

M _巧_ 力 

巧 方式 

ドの 長さ 


1 回当た 0 のか巧時消賣呈力 置 I _ 134 Wh _ ^ _ 174 Wh _ 

1時垃貨た D の巧漏時消ち里力 置 _ 15.吕 Wh _ gO.SWh _ 

，時商当た0のタイマ~予約時おま電力 g _ 0.96 Wh _ 日.谷 6 Wh _ 

1時間当た D の待樓時消費坦力置 r _ 0-85 Wh _ [ _ 0.8 日 Wh _ 

高い山•唐寒地)においては、所定の性能む觸巧できなしにとびありまず。こうした場所での使用はなるべくおさけください。 
•この裝品は、日本国巧交流10 0 V 専用に設計されています。里源電圧や電源周波数の異なる巧■国では使用できません。 

また、アフターヴービスをできません。 

This appliance was designed for use in Japan only where the local voltage supply is AC100V and should not be used in other 
countries where the voltage and frequency vaty. After saies-service for this appliance is not ava 帖 bie outside of Japan. 

此产品巧针巧モ日本国巧专用を流を迈 100 V 巧设计，由モを国巧使巧を远或を巧頻牵不同，巧勿使用モ其を化芭， 

另ホ无ま巧化ち巧售后维@跟を。 

此ま品みか掛曰本国巧專用を流電お 100 V 巧巧舒。由がを國巧巧巧電巧或電装填[宰不同，奇[勿をま他お區使巧。 

另ホ巧法お此担供售後維巧照巧。 

ぞ別さ窝宫 g 3 し H ぶを 100V 召客〇ち售別ちなフ ! 圳召を 0! し卜召萄そ巧牛フトお 0! 替勾ち邱 >^ ち A 卜宮智牟なを 1^ じ卜 . 

A/S 正社暑フトち巧し I こ卜. 

•室温呂3で、水温麵前)呂3で、炊飯が星1.日しは己4日畳、1 .8 L は72日 g 、 炊飯米星1 .0 しは450运、1.呂 L は600を1回当たりの炊飯時 
消費電力まは口:〕炊飯 J メニューでの電力置です。1時間当たりの保温時消黃電力置は「低め傲盘_!での雲力置です。 

•実原にお使いになるときの消費亀力量は、使用頻度、使用時間、おホの量、ご使巧のメニュ ー、 周固の温度などによって恐ヒしますので、 
あくぎでを目やすとしてご黄くださし、 

♦年間消き電力星は省エネ法•特定機器ジャー炊敲器 j の測定方法による数値です。（区分名を同法に基づいています。〉 

«お発水 S は1回当た D の炊飯時に炊飯器機体がへ放出した水の質さであり、省エネ法の目操 S 準値を算出するために巧いる数値です。 


交流 100 V 50/60 HZ 


1240 W 


1370 W 


圧力 IH (誘導加熱)方式 
1.0 m 口ード U - ルつを） 


が 

巧 

づ 

巧{約 

0 

m ) 

幅 25.5 X 吳巧 39 X ^522 

幅 2 艮 X 奥行 42 X 离さ呂 5.5 

巧 





S 

約已.已 kg 

約 6 .己 kg 

巧 

大 

巧 

拓 

容 

置 

1.0 L 

1.8 L 

区 



分 


名 

B 

D 

蒸 


発 

水 



已 .0 呂 

巨. 3径 

年 

聞 

消 

資ち 

力 

里 

72.7 kWh / 年 

り 4.1 kWh / 年 
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